
















































































告知時期 告知群 来告知群 F値
n (%) n (%) 
外来通院時 25名(66) 4名(31) 0.04 
入院時 自名(Jω 8名(46) 0.05 
手術の説明時 3名(8) 1名(8) 0.99 
表2 病名を告げられた持の気持ちについて
告知時期の気持ち 告知群 来告知群 F値
n (%) n (%) 
何故自分だけがこんな 10名 4名 0.41
目にあうのだ(衝草) 匂6) (31) 
これは何かの問遣いだ(否認 o名(0) 名 (8)0.31 
好きな事をして忘れよ 3名 。名 0.56
(0) 医師、看護師が多かった。家族に思いを打ちう{逃避) (8) 
もう駄目かもしれない{承認)
病気を治すために頑張
3名 (v量)) 0名 (0) 0.56 
22名 8名 0.99
ろう(適応) (58) (6J) 
表3 病名を告げられた時の不安や悩みについて
不安や悩み 告知群 来告知群 F値
n (%) n (%) 
家族について お名(68) 5名(38) 0.09 
仕事や家事について 13名(34) 2名(JS) 0.29 
経済的なことについて 8名包1) 0名(0) 0.09 
病気の状態について 22名(58) 4名(34) 0.11 
自分の将来について 15名(39) 5名(3ω 0.99 
特に何もなかった 3名(8) 0名(0) 0.56 
入院期間 6名(16) 名(8) 0.66 
表4 手術までの過ごし方について
手術までの過ごし方 告知群 未告知群 P値
n (%) n (%) 
思いを打ち明けた 10名(26) 3名(23) 0.99 
会話をして楽しんだ 9名句4) 2名(15) 0.70 
趣味 6名(J6) 2名(J5) 0.99 
仕事や家事 13名(34) 名(8) 0.08 
特に何もしなかった 7名(J8) 自名(46) 0.06 
イライラしていた 5名(J3) 1名(8) 0.99 
真剣に悩んで考えた 7名(J8) l名(8) 0.66 
病気について情報を集めた 12名(32) 名(8) 0.14 
表5 内面を打ち明けた人物について
人物 告知群 来告知群 F値
n (%) n (%) 
家族 1名(3) 4名(31) 0.01 
友人 2名(J5) 0.47 11名(2ω
会社の上司や同僚 O名(0) 1名(自 0.25
医師 4名 (11) 4名(31) 0.17 




















手術授の気持ち 告知群 来告知 F値
n (弘 n(%)
何故自分だけがこんな 3名(8) 1名(日 0.99
自にあうのだ(衝撃)
これは何かの間違いだ 1名(3) 日名(0) 0.99 
(否認)
好きな事をして忘れよ 1名(3) 日名(0) 0.99 
う (造避)
もう駄目かもしれない 1名(3) 。名(0) 0.99 
(承認)
病気を治すために頑張 32名 12名 0.66 
ろう (適応) 侶5) (92) 
表7病名を告げられたことへの振り返りについて
病名の振り返り 告知群 未告知群 P値
n (%) n(%) 
聞いてよかった 29名(76) 10名(77) 0.99 
どちらかというと聞い 8名句。 3名白砂 0.99 
てよかった
どちらかというと聞き O名(0) 0名(0) 0.99 
た〈なかった
開きたくなかった O名(0) 0名(0) 0.99 
48 
表 8 看護師の存在について
看護衛申存在 告知群 未告知群 F値
n (%) n (%) 
積りになる 28名(74) 9名(69) 0.73 
親しみがある 20名句3) B名(62) 0.74 
気持ちをわかって〈れる 18名(47) 12名(92) 師
話しやすい 26名(68) 9名(69) 0.99 
親身である 17名(45) 自名(62) 0.34 
申とりがある 3名(8) 3名 (23) 0.16 
煩りにならない 0名(0) 。名(0) 0.99 
親しみがない 。名(0) 。名(0) 0.99 
気持ちをわかって〈 日名(0) 。名(0) 0.99 
れない
話しに〈い 。名(0) 日名(0) 0.99 
親身でない 。名(口} 。名(0) 0.99 
忙しい 2名(5) 2名(15) 0.26 
表9 癌告知に対する賛否について
告知 告知群 未告知群 F値
n (%) n (%) 
すべきである 18名 (47) 9名(69) 0.21 
どちらとも冒えない 16名 (42) 4名 (3) 0.52 
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